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簡単な道のりではなかった『Shelter』導入
それでも選んだ訳とは？
マーケティングリサーチ業界のトップランナーである株式会社インテージリサーチ様は、官公庁や自治体、企業の重要な意思決定をサポート
するため、調査統計を通して日々確かな情報を提供し続けています。同社では、全国 750名（2023年 7月時点）にも及ぶ大規模な調査員組
織を保有しており、それに付随して「管理部門の工数増大」や「専用の調査員管理システムの老朽化」といった問題に悩まされていました。
そのような状況の中、システムをリニューアルするために選ばれたのが『Shelter』です。

今回は、社内での『Shelter』の導入推進を担当された根本様、門永様、そして日々の業務で実際に『Shelter』を活用されている千田様にお
話を伺います。

導入目的

課　　題

導入効果

運用方法

BEFORE

AFTER

全国750名に及ぶ調査員組織の管理工数削減。
社内で行われている台帳管理業務の一元化。

専用システムの老朽化による業務効率の低下。
調査員の経費精算や問合せ対応による管理部門の工数増大。

現場からの問合せが格段に減り、情報システム部門の工数が削減
された。
古いシステムから一新されたことで、データ入力業務が効率化した。

スモールスタートから徐々に慣らしていく方針で、調査業務にかかる
交通費などの経費入力に活用。
調査員への業務連絡や掲示板など社内外を問わずコミュニケーショ
ンに活用。

●老朽化した専用システムでの作業は業務効率の悪化を
　招いていた。
●調査員の経費精算や問合せ対応により管理部門が疲弊。

調査員組織本社管理部門

管理者への問い合わせや改修依頼が多数発生

老朽化した
システム

使いづらい…
動作が重い…

メンテナンス
や問い合わせ
対応で管理工
数がかさむ

●システムの一新で業務効率が改善。
●問い合わせが減少し、管理部門の工数が大幅減に。

調査員組織本社管理部門

管理者への問い合わせも減少

作業効率が上昇、
ちょっとした改修
は現場で対応で
きるように

メンテナンス
の手間や問合せ
が減り、管理
工数削減に



10年以上もの歳月で老朽化しつつあった専用システム
リニューアルする手段を探していた

根本様　当社では、７５０名の調査員組織を抱え
ています。以前は内製の専用管理システムを
使用して、調査員の方々にデータ入力をしても
らい、稼働状況や勤怠、また調査のための交通
費といった諸経費の管理を行っていました。こ
の専用システムは１０年以上前から運用している
んですが、これほど長く同じシステムを使用し
ていると、当たり前ですがユーザーインター
フェースだったり、セキュリティだったりといった
部分も徐々に劣化していきます。この古くなっ
た管理システムをリニューアルしようというのが
始まりでした。

サーバーのリプレイスとシステム本体の再構築、
CMSの導入など、色々な選択肢を比較検討し
たうえで、最終的にクラウドサービスである
『Shelter』を選ぶことになったんです。

『̶Shelter』のような情報管理ツールを
探し始めたきっかけを教えてください。

現場の反発から、一度は『Shelter』導入を断念
それでも選んだ訳とは
『̶Shelter』の導入を決定した決め手は何でしたか？

根本様　決め手となったものは大きく分けて３つ
ありますが、やはり１番大きかったのは価格です
ね。当社では７５０名の調査員にツールを利用して
いただくことを想定しています。また、調査員は
数名以上の人員の入れ替わりが毎月発生するの
で、そうなるとクラウドサービスでは一般的な料
金形態である「ユーザー数による従量課金」だと
膨大な費用や手続きが発生して、長期的な運用
は厳しいだろうという判断がありました。

その点、『Shelter』は「ユーザー数無制限でデー
タ量に応じた従量課金」となるので、「想定利用
ユーザ数が多く、利用人数の増減が頻繁に起こ
る」という当社の要件にマッチしていたんです。

２つ目が、機能面です。基本的には以前の管理
システムで行っていたような、経費の入力や稼
働報告といった処理を再現できるツールである
ことが必要でした。結果的に『Shelter』であ
れば、その点に関しては問題なく再現できまし
た。ただ、ここは３つ目の決め手に繋がる部分

でもありまして、導入前後でいろいろな苦労が
あったんです。

門永様　そうですね、涙なしでは語れぬ苦労があ
りました。というのも、一度は『Shelter』の営業
担当さんに提案していただいた内容で、「これな
らイケるだろう」と話を進めていたんですが、い
ざ現場部門に話を持って行ってみると『Shelter』
に対して拒否反応が出てしまったんです。おそら
く『Shelter』の根本的な仕組みの部分が理解で
きず、業務で利用するイメージが浮かばなかった
のだと思います。また、実際にシステムを使う現
場からすれば、システムの刷新はそれだけで負担
になりますからね。

そういった理由で進めていた話が頓挫して、
『Shelter』導入は保留となってしまったんです。
ただ、私と根本の中では『Shelter』で固まって
いましたので、「これしかないでしょ！」と時間をか
けて社内を説得しました。その際には現場が業務
のイメージをしやすいように、『Shelter』の営業
担当さんに「そのまま業務に使えるんじゃない？」
というぐらい精巧なデモアプリを5、6 個作っても
らいました。

実際のところ、ブルーテック社とはコロナ前の展
示会が最初の出会いとなるんですが、そこから実
際に導入というフェーズに行くまで、膨大な時間
を当社に費やしていただいたんです。それが、3
つ目の決め手となるところで、『Shelter』は本当
にサポートが手厚いんです。導入前にここまでやっ
てくれるところなんて他にあまりないと思います。
なので、私たちも「こんなにサポートしてくれて
いるし、ここにしようよ」と社内でも後押しして、
最終的には現場部門も納得してくれました。



千田様　現時点では、私が所属している市場調
査部の調査員管理業務で『Shelter』を利用し
ております。調査員の方々の業務として、調査
対象者様のところへ訪問して聞き取りを行った
り、実際に店頭へ出向いて品物やサービス内容
を調査したりといったことがありますので、こ
れらの業務にかかる交通費や諸経費の入力を
『Shelter』で作成したアプリケーションで行って
います。

それ以外にも、調査員さんの稼働報告や個別の
業務連絡にも使用しておりまして、掲示板のよう
な形で全体に向けたお知らせをアップしたりと
いったこともしています。ただ現在の状況として、
７５０名全ての方に使用してもらっているわけで
はないんです。調査員さんを取りまとめていらっ
しゃるリーダー的な立場の方が約２０名いらっしゃ
いまして、その方たちに使っていただいている
状況です。

̶実際どのような業務に『Shelter』を利用されているのでしょうか？

門永様　全体導入に慎重になっているのも理由
があります。例えば、調査員全員に向けて一斉
にシステムを公開すると、おそらく調査員さんか
らの問合せが会社に殺到すると思います。そうな
ると問い合わせ対応だけで管理部門がパンクし
てしまうんです。

また、『Shelter』に入力している情報は、請求
書などお金が絡む部分でもあります。会社として
そこでミスがあってはいけませんから万全を期し
たいんです。

しかし、今では問題なく導入できるんじゃないかと
自信を持ち始めています。リーダー層の方々が使
用をはじめてから数か月が経過したんですが、既
にもの凄く使いこなしてくれているんです。彼ら
が、『Shelter』への問合せに答えられるようになっ
てくれれば、私たちの負担も軽減されますからね。

現場が業務効率化に向けて自走する理想的な環境へ
管理部門における圧倒的な工数削減に成功

千田様　まだ導入範囲が狭いこともあって、私の
担当している部分では目に見えて「大幅にこう
なった」ということはお伝えできないです。ただ、 
過去に使用していたシステムと比べると動作がか
なり早いので、肌感で業務効率が上がっていると
感じています。そこに関しては、 調査員の皆様か
らも「以前より入力が短時間で済んでいる」とい
うお声をいただいてます。

また、アプリケーションや Webページを作ると
いうと、I Tに詳しくない自分にとってはかなり大
掛かりな工程を踏んでいくイメージなんですけ
ども、I T 初心者でも作り方さえ理解すれば、自
分達で思い描いているような入力フォームを
『Shelter』上で簡単に作れるという部分は大変
助かっています。

根本様　情報システム（以下情シス）部門の目線
で言うと、管理工数はかなり削減されましたね。
例えば、今までのシステムだと入力フォームの制
作や改修といった作業、そしてメンテナンスがあ

『̶Shelter』導入後、社内にどのような変化がありましたか？

る度に情シスのプログラマーが全て対応しなくて
はなりませんでした。それが今となっては現場だ
けで対応出来るようになり、私たちにとってはか
なりの時短になりました。

門永様　管理工数の削減に関しては圧倒的です。
とにかく調査員さんからの問合せが減りました。
以前はちょっとしたHTML の修正であっても、
逐一私たちが裏側のサーバーに入って作業しな
くてはなりませんでしたから ...。

『Shelter』であれば、情シス部門が関与しなく
てもアプリの作成や変更といった業務を完結でき
ます。千田も最初は戸惑っていたんですが、一
度触り出したら、後は自分だけでアプリをバンバ
ン作るようになってくれました。まだ目には見え
ないかもしれませんが、現場側だけで業務効率
化のアイデアを自由に実現できるような、理想
的環境が整いつつあります。私たちは何も特別
なことはしていないんですが『Shelter』のおか
げでその目処がついたと考えています。
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根本様・門永様・千田様　ありがとうございました。
※本取材は感染症対策に十分な配慮をしたうえで行なっています。

本日はありがとうございました

門永様　直近では一部のリーダー層にだけ使って
いただいてるアプリケーションを、調査員組織全
体へ展開していく予定です。これに関しては、直
ぐにでも実現できると思っています。

他にも、エクセルでやっている営業報告、売上管
理、備品管理といった社内業務を『Shelter』に
移行することを考えています。
エクセル上の管理だと入力規則を作るのが大変
ですし、「ネットワーク上のこの場所にファイルを

根本様　やはりコスト面ですね、おすすめするとし
たらその部分は大きいと思います。導入を推進す
る側からすれば、「ちょっとやってみようよ」という
提案が非常にしやすいので ...。また、社内システ
ムのメンテナンス等を情シス部門が行っている企
業様であれば、情シス側の負担がかなり軽減され
るということは申し上げておこうと思います。

門永様　私が導入後に改めて実感するのは、
『Shelter』の営業担当さんとサポートセンターの
対応の手厚さです。私や千田は困ったことがある
と直ぐに連絡してしまうんですが、その度に対応
が素早く丁寧で、非常に頼りになります 。結局こ
ういった IT ツールは導入後にちゃんと運用に乗せ
られるかということが最も大切ですから、導入前
だけでなく導入後サポートまで手厚いというのは、

̶今後は『Shelter』をどのように使っていきたいですか？

̶最後に『Shelter』未導入企業の皆様に向け、おすすめのコメントをお願いいたします
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導入に不安を感じている企業にとっては本当に安
心できる部分じゃないかなと思います。

千田様　私は IT 初心者なので、IT とかクラウド
とかこういったワードを聞くと、ちょっと難しそう
だなっていうイメージが湧くんですけど、実際に
『Shelter』を使ってみると、「こんなに簡単にアプ
リが作れるんだ！」という手軽さが魅力だと思ってま
す。今後社内で誰かが使いたいとなった時に。や
り方を伝えることもできますから。なので、私から
のコメントは「IT 初心者でも怖がらずに挑戦して
みよう、やればできるよ！」という感じでしょうか。

保管して」といったルールを作っても、なかな
かその通りの運用がされず情報管理が煩雑に
なります。

『Shelter』なら、入力規制もアプリ作成時に
簡単に行えます。また、データベースがつい
ていますから、社員がデータを探しに行く場
所も１つに統一できます。社内の情報の一元
化を『Shelter』で実現したいですね。


